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 事業概要 

液体水素燃料を用いた極超音速予冷ターボジェットの推力制御方法と機体/推進統合制御方法を実証

する. このため, 極超音速機と極超音速エンジンの相互干渉を加味した機体/推進統合制御技術の確立

に向けて, 極超音速統合制御実験機の制御特性を取得する. また, 極超音速実用機の要求仕様を定義

するとともに, 極超音速予冷ターボジェットの飛行実証を行うための極超音速実験機の設計仕様を提

示する. 
 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

NOx を含む反応性流体の計算では, 化学種が多く通常の計算機での詳細な計算が困難であるため.  

極超音速実験機の全機空力性能を CFD で取得する場合, 計算負荷が大きく, 計算時間が長く必要と

なるため. 

 

 今年度の成果 

燃料噴射器を 2 本持つアフターバーナ模擬燃焼器の NOx を含む化学反応場の解析を実施した. (図 1) 

空気吸い込み式エンジンを模擬したフロースルーダクトを取り付けた形態での極超音速統合制御実

験機の空力特性の評価を CFD を用いて行った(図 2) 

極超音速統合制御実験(HIMICO)用ラムジェットエンジンの主流 Mach 数 5 におけるインテーク特

性の取得, および, インテーク開度とノズル開度を変化させた際の CFD 解析を実施した. (図 3) 

TBCC 用インテークのエンジン切り替え時のインテーク周りの流れ場の評価を CFD により実施し

た. (図 4) 

航空機・将来宇宙輸送機への水素燃料適用技術の研究 
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図 1: 水素噴射器の燃焼場(モル分率, 温度分布) 

 

 

図 2: 極超音速統合制御実験機の周囲流(密度勾配分布, Mach 5.0, 迎角 

15deg) 

 

 

図 3: ラムジェットエンジン内部流 (Mach 数分布, 主流 Mach5) 
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図 4: ターボ・スクラム複合エンジン用インテークの性能(流量捕獲率) 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 OpenMP 

プロセス並列数 1 - 2 

１ケースあたりの経過時間 30 時間 
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⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 1.33 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 31,567,658.83 1.38 

TOKI-ST 1,173,629.29 1.17 

TOKI-GP 1,828.40 0.08 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 8,861.91 0.59 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 1,957.92 1.77 

/data 及び/data2 158,580.00 1.22 

/ssd 9,550.00 1.32 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 13.77 0.06 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 4,079.73 2.84 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


